
牡蠣と竹と生きる島
-循環型牡蠣養殖施設の提案-

■対象地 ■社会背景 ■牡蠣養殖の歴史
広島県江田島市。広島湾に囲まれ、古くから自然と
地形の特徴を活かした半農半漁の生活が行われてき
た島。牡蠣筏や抑制棚など特徴的な風景が広がる。
日本最大の牡蠣養殖の産地である。

牡蠣養殖の問題

■耕作放棄による竹問題■竹の野焼きによる処分

江田島が抱える問題

■海洋プラスチック問題

地域の竹の循環を主軸とした牡蠣養殖及び地域拠点の一体型施設を提案する。本計画の主目的を以下の３点に設定する。

■地域の竹の循環 ■牡蠣養殖の作業の集約化

これまで広島の牡蠣筏は、竹事業者が多い北九州や山口の孟宗竹を輸入してきた。
本提案では、未利用資源の島内の孟宗竹・篠竹を使い、竹の循環システムを作る。
篠竹は、プラスチックから竹パイプでの養殖方法に戻す取り組みとして活用する。

竹の輸送コストを下げ、地域の竹害対策となり、
雑草対策や土壌改良剤として地域に還元される。

近年、牡蠣養殖は高齢化により労働者不足になっている業者も多い。
陸で行う作業は、いくつかの業者が共同で行うことで作業を集約する。
そうすることで、牡蠣養殖業者の負担が減り、新規参入にもつながる。

■牡蠣養殖業者と地域の関わりの強化

牡蠣養殖が引き起こす環境問題によって、地域住民が被害を受けている。
牡蠣養殖業者も環境への取り組みを行っているが、なかなか地域住民の目に触れる機会はない。
牡蠣養殖の見える化を図り、地域住民が牡蠣養殖業者と接点をもち、お互いを理解をすること
が大切である。牡蠣養殖の作業エリアだけでなく、農産物直売所や食堂の機能を組み込み、本
施設が地域住民及び牡蠣養殖業者の地域コミュニティ拠点になることを目指す。

牡蠣養殖が抱える環境問題と竹の増殖による地域課題。

そこで、地域の未利用資源である竹を牡蠣養殖資材とし、土壌改良剤や雑草対策として再度

地域へ還元する循環型牡蠣養殖施設を提案する。

本計画は、牡蠣養殖業者と地域住民の関わりを強化させ、牡蠣養殖の環境問題や竹害の解決

への道筋となる。持続可能な牡蠣養殖、豊かな海と山の環境を守り、次世代へ継承していく。
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竹の野焼きや海洋プラ
スチックの流出問題。
環境汚染をしない
養殖方法の検討が必要。

？

管が竹から

プラスチック

に替わる

孟宗竹の牡蠣筏は 3~4 年で新しく
作り替える。江田島市は年間約
1420 トンの竹が野焼きによって
廃棄。ダイオキシンや煙による近
隣住民への被害が問題。

県内に漂着したごみの総量のうち、
61.9％ (27.1 トン ) は牡蠣養殖パイ
プ・発砲スチロール製フロートなど。
牡蠣養殖が海の生態系に悪影響を及
ぼしている。

平地が少ない江田島では階段耕作が
盛んに行われてきた。しかし、人口
減少や高齢化に伴い、耕作放棄地が
増えている。耕作放棄地では竹の増
殖が深刻化している。

広島湾の閉鎖的な水域と太田川からの栄養物質の供給に恵まれている地理的条件から、この地域は 400
年以上前に日本で最初の牡蠣養殖が始まった。歴史を辿ると牡蠣養殖の技術は環境変化に応じて創意工夫
されてきたことがわかる。現在の養殖方法が環境汚染を引き起こしていることから、環境に配慮した新し
い養殖方法の必要性が高まっている。

■提案

船霊社

牡蠣筏

筏の材料は孟宗竹

牡蠣の収穫量 ( 広島 ) 筏式により養殖面積が増加
乱獲・環境悪化
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トトウガ鼻の
軸の流れ
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■季節によって空間の使い方を変化させる

構造は 8m スパン の鉄骨造。直径 400
mmの円柱で垂直方向を支え、４箇所あ
る部屋の壁が平面方向を負担する。部屋
をそれぞれ端に配置することで、内側が
大空間となり、様々な使い方が可能。

採苗連

合板
竹

竹竹
竹

採苗連の仕切り 竹什器 立てかけ孟宗竹採苗連のルーバー
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ハンドパレットトラックで
地域住民の方も自由に移動
することができる ただの野積みではなく、

立てかけることで、下に空間ができる。
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■地形の流れに沿う

軸や曲線に沿って
屋根・土台をおく

屋根をずらすことで空間
を生み、入口として誘導

人の動線
入口

トトウガ鼻
の軸

■牡蠣養殖の過程で見られる要素を空間に取り入れる

採苗連 孟宗竹

B-B’ 断面図
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2 つの屋根の間から自然光を取り入れる
ハイサイドライトとなる。

夏は南風が吹く。
南北に大きく開くことができる
ガラスによって、涼しく快適に
過ごせる。

A-A’ 断面図

熱たまりの排気

竹の移動距離を短くする
ために、筏制作・解体の
場に２つの橋を架け、解
体から粉砕までが円滑に
作業ができるように計画。

筏制作・解体場所の浮き構造

広島湾・江田島湾は潮汐の干満差が大きく、最大 4m
ある地域。これまで筏の制作・解体は潮汐の時間に影
響されていたが、浮き構造の桟橋にすることで、潮汐
の時間に関係なく作業できるようになる。また、漁船
と筏が接続する面を斜面にして、筏を運びやすくする。

干潮時 (＋0.5m)

満潮時 (＋2.5m)

周辺環境をつなぐ竹の道

施設で粉砕された竹チップと消石灰、にがりを混ぜて叩いて、土間たた
きの要領で竹の道を作る。ワークショップ形式で徐々に敷地周辺まで展
開することで地域の方々に愛着を持ってもらえる空間に育てていく。

＋ ＋
竹チップ 消石灰 にがり 

■平面図 ■建築・空間構成

■断面図

■シーン

:  竹・牡蠣養殖業者
:  地域住民

また、牡蠣養殖業者と地域住民双方の活動の様子
が感じられるよう機能を配置する。

トトウガ鼻の断面での検討
山から海へ反った形で地形の流れに馴染ませる

対象敷地
利根公園

真道山

今まで海岸沿いで野積みにされてきた使用前の牡蠣養殖の材料に着目し、
空間の構成要素とする。そうすることで、地域住民と牡蠣養殖との間に関
係性を生み、牡蠣養殖がより身近な存在となることを目指す。

年間の牡蠣養殖の作業ス
ケジュールによって、必
要な空間の大きさが変
わってくる。
牡蠣養殖業者・地域住民
が、「採苗連の仕切り」
や「竹什器」を動かすこ
とで、空間を作っていく。

4~6 月 7~9 月 10~12 月 1~3 月

殻通し作業が
空間を広く使う

竹の密度が下がり、
夏は海水浴客も利用
する場に

竹を使った
ものづくり体験

竹の伐採は秋から
冬にかけて行う。
竹が増えてくる。

採苗連の仕切りを１箇
所にまとめることで大
きな空間をつくる。

牡蠣養殖：筏の準備・修理など

かき食堂筏制作・解体の場 粉砕の場 船霊社を望む農産物・牡蠣直売所発酵の場

牡蠣養殖：採苗など 牡蠣養殖：抑制・収穫など 牡蠣養殖：収穫など

間の空間は共用
スペースや通路
になる

牡蠣祭りの様子

漁船と接続する面を
斜面にする

海の豊かな環境を作るには山の豊かさが重要である

トトウガ鼻先端への軸
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干潮時には歩いて
      　船霊社へ渡れる
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